
◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第９６号(Ｈ23．5．13)◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、国土交通省において収集した事業用自動車に関する

事故情報等のうち重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その

内容を他山の石として各運送事業者における事故防止の取り組みに活用してい

ただくことを目的として配信しています。 

 

＝目 次＝ 

１．重大事故情報＝１４件（４月２８日～５月１２日分） 

（１）乗合バスの車内事故１ 

（２）乗合バスが交差点で原動機付自転車と衝突した事故 

（３）乗合バスの車内事故２ 

（４）乗合バスが対向してきた軽トラックと衝突した事故 

（５）乗合バスが交差点で軽自動車と衝突した事故 

（６）乗合バスが乗用車などに追突した事故 

（７）乗合バスの車内事故３ 

（８）乗合バスが対向してきたタクシーと衝突した事故 

（９）タクシーが交差点で車両と衝突した事故 

（１０）タクシーの車両火災事故 

（１１）タクシーが奪われた事件１ 

（１２）タクシー運転者の健康起因事故 

（１３）タクシーが奪われた事件２ 

（１４）トラック運転者が救護義務違反の疑いで逮捕 

２．５月１日からアルコール検知器使用が義務化されました。 

３．安全対策に対する国の補助制度（平成２３年度）（再周知） 
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【１． 重大事故情報＝１４件】（４月２８日～５月１２日分） 

 

（１）乗合バスの車内事故１ 

 ４月１４日午後２時４０分頃、石川県において、乗合バスが乗客４名を乗せ

て運行中、乗降扱いのため停車しようとしていたバス停に、先行のバスが停車

し、その後ろに乗用車が停車していたため、この乗用車の後ろに停止した後、

発車したところ、車内中央部で乗客が（女性、８４才）が転倒した。 

この事故により、転倒した乗客は、胸椎圧迫骨折の重傷を負った。他の乗客

にケガはなし。 

事故当時、転倒した乗客は、次のバス停で降車するため席を立ち上がってい

た模様。 

なお、当該バスの運転者は、発車の際に「発車します」と車内アナウンスを



行った模様。 

 

（２）乗合バスが交差点で原動機付自転車と衝突した事故 

 ４月２７日午前１０時３５分頃、長崎県において、乗合バスが乗客１８名を

乗せて運行中、交差点を青信号で通過しようとしたところ、左から走行してき

た原動機付自転車と衝突した。 

この事故により、衝突した原動機付自転車を運転していた女性が病院に搬送

されたが、３時間半後に死亡した。バスの運転者と乗客に負傷はなし。 

事故現場は、片側二車線の市道と細い道との交差点で、市道を横断するため

の信号機は歩行者用のみであり、細い道側には一時停止の規制があった。 

事故当時、当該バスは、当該交差点において、市道の第二車線を青信号で直

進しようとしたところ、当該交差点の左側の細い道から当該原動機付自転車が、

一旦停止した後、当該バスの直前に進入してきた模様。 

 

（３）乗合バスの車内事故２ 

 ４月２７日午後２時２０分頃、青森県において、乗合バスが乗客６名を乗せ

て運行中、降車扱いのためバス停に停車し、乗客１名を降ろして発車したとこ

ろ、降車のため車内を移動していた乗客（女性、７７才）が転倒した。 

この事故により、転倒した乗客は、腰椎圧迫骨折で全治６週間の重傷を負っ

た。 

事故当時、当該バスの運転者は、当該バス停で乗客１名を降車させたあと、

他に降車する乗客はいないと思い、車内をよく確認せずに発車させた模様。 

 

（４）乗合バスが対向してきた軽トラックと衝突した事故 

 ４月２８日午後２時５０分頃、長野県において、乗合バスが回送運行中、セ

ンターラインを越えて対向してきた軽トラックと衝突した。 

この事故により、軽トラックの運転者が死亡、同乗者１名が軽傷を負った。 

事故現場は、当該バスから見て右曲りの道路で、事故当時、路面は乾燥して

いた模様。 

 

（５）乗合バスが交差点で軽自動車と衝突した事故 

 ５月３日午後７時頃、宮城県において、乗合バスが乗客１名を乗せて運行中、

交差点を青信号で通過しようとしたところ、センターラインを越えて対向して

きた軽自動車と衝突した。 

この事故により、当該軽自動車の運転者(男性、８０才)は、病院に搬送され

たが死亡し、当該バスの乗客１名が軽傷を負った。 

 

（６）乗合バスが乗用車などに追突した事故 

 ５月４日午後１時４０分頃、大阪府の高速道路において、乗合バスが乗客２

７名を乗せて運行中、渋滞で停車していた乗用車に追突した。当該乗用車は追



突されたはずみで前方の車両に衝突するなどして計４台が絡む多重衝突事故と

なった。 

この事故により、当該バスの乗客４名を含め計１０名が軽傷を負った。 

 

（７）乗合バスの車内事故３ 

 ５月８日午後３時１０分頃、愛媛県において、乗合バスが乗客４名を乗せて

運行中、降車扱いのためバス停で停車しようとしたところ、当該バス停で降車

しようとした乗客１名が転倒した。 

この事故により、転倒した乗客（男性、７９才）が腰骨骨折の重傷を負った。 

事故当時、転倒した乗客は、当該バスが停車する前に両手に荷物を持ち席を

立ったため、バランスを崩して転倒した模様。 

 

（８）乗合バスが対向してきたタクシーと衝突した事故 

 ５月９日午前１０時１０分頃、石川県において、乗合バス（乗客なし）が対

向してきたタクシーと衝突した。 

この事故により、当該タクシーの乗客１名が左足骨折の重傷、当該タクシー

の運転者が軽傷を負った。 

事故現場は、当該バスから見て下りの左急カーブ（片側二車線）で、事故当

時、当該バスは左側の車線を走行中であったが、対向してきたタクシーがセン

ターラインを越え、当該バスの走行していた車線まではみ出したため、当該バ

スの左前面と当該タクシーの左前面が衝突した模様。 

 

（９）タクシーが交差点で車両と衝突した事故 

 ４月２７日午前１０時５０分頃、佐賀県において、タクシーが乗客１名（女

性、７８才）を乗せて運行中、青信号で交差点を通過しようとしたところ、右

側から当該交差点に進入してきた車両と衝突した。 

この事故により、当該タクシーの乗客が左足膝下を骨折の重傷、当該タクシ

ーの運転者が打撲等で加療５日間の傷害を負った。 

事故現場は、交差する道路の信号は歩行者用のみで、当該タクシーは、青信

号で交差点に差しかかったところ、対向車線から右折する対向車両を先に行か

せるために一旦停車し、右折車の通過後に発車したところ、右側より交差点に

進入してきた車両の左側面に衝突した模様。 

 

（１０）タクシーの車両火災事故 

 ５月２日午後４時４０分頃、広島県において、タクシーが乗客１名を乗せて

運行中、当該タクシーの運転者が当該タクシーのサイドブレーキ付近からの煙

に気付いたため、乗客１名と脱出した。 

この事故による負傷はなし。 

なお、当該タクシーは全焼した。 

 



（１１）タクシーが奪われた事件１ 

 ５月６日午前５時５０分頃、沖縄県において、タクシーの運転者がタクシー

を駐車し、公衆便所を利用して戻ったところ、当該タクシーの運転席に白人男

性が座っていたため、当該タクシーの前方から注意したところ、この白人男性

は当該タクシーを発進させた。 

この事件により、当該タクシーの運転者が、当該タクシーを避けた際に転ん

で、右膝と頭を打った。 

なお、当該タクシーの運転者は、当該タクシーのエンジンを掛けたままの状

態で公衆便所を利用していた模様。 

その後、当該タクシーを奪って逃走した白人男性は、当該タクシーを乗り捨

て、近くの海岸を泳いで逃げていたところを警察に逮捕された。 

 

（１２）タクシー運転者の健康起因事故 

 ５月８日午後１１時３０分頃、奈良県の高速道路のトンネル内において、タ

クシーが乗客１名を乗せて運行中、当該トンネルの左側の壁に衝突した。その

後、当該タクシーは、走行していた軽自動車に追突し、さらに壁に衝突した。 

この事故により、当該タクシーの運転者が死亡し、当該タクシーに追突され

た軽自動車の運転者が軽傷を負った。当該タクシーの乗客に負傷はなし。 

事故後、事業者が、当該タクシーの乗客に事故当時の状況を確認したところ、

事故当時、当該乗客は眠っていたが、衝撃を感じたため目を覚ますと、運転者

がいびきをかいていたとのこと。 

なお、当該タクシーにはドライブレコーダ及び車内カメラが装着されていた

が警察に押収されている。 

当該タクシーの運転者は、５月２日に所属営業所で実施された健康診断にお

いて、血圧が高めという診断を受けており、翌日（３日）には「めまい」がす

るため会社を休んでいたが、事故当日の夜から乗務を開始した模様。 

 

（１３）タクシーが奪われた事件２ 

 ５月１２日午前５時４０分頃、大阪府において、タクシーの車外で客待ちを

していた当該タクシーの運転者のところに３０才位の男が近づき、持っていた

スプレーを吹きかけ、「殺すぞ、死にたいんか」と脅迫し、当該運転者がひるん

だ隙に、この男はエンジンの掛かった状態の当該タクシーに乗り込み逃走した。 

この事件により、当該タクシーの運転者は目に軽傷を負った。 

その後、奪われたタクシーは現場から２００メートル離れた場所で乗り捨て

られていた。 

 

（１４）トラック運転者が救護義務違反の疑いで逮捕 

 ５月５日午前１時２０分頃、埼玉県において、トラック２台が歩行者を撥ね

た。その後、通りがかった車両の運転者が道路上に倒れている男性を発見し、

警察に通報した。 



この事故により、この男性は、病院に搬送されたが死亡が確認された。 

その後の警察の調べにより、現場を通過した２台のトラックの運転者は、道

路交通法違反（救護義務違反）の疑いで逮捕された。 
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【２．５月１日からアルコール検知器使用が義務化されました。】 

 

事業用自動車の運転者の飲酒運転を根絶するため、旅客自動車運送事業運輸

規則及び貨物自動車運送事業輸送安全規則の改正等により、本年５月１日から、

自動車運送事業者※の点呼において運転者の酒気帯びの有無の確認を行う際に、

アルコール検知器を使用することを義務化しました。 

アルコール検知器義務化の詳細については、下記URL をご覧ください。 

（ http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000038.html ） 

 

※対象となる事業者 

○一般旅客自動車運送事業者 

○特定旅客自動車運送事業者 

○一般貨物自動車運送事業者 

○特定貨物自動車運送事業者 

○貨物軽自動車運送事業者  

○特定第二種貨物利用運送事業者 
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【３．自動車運送事業者における事故防止対策の支援のための補助制度（平成

２３年度）（再周知）】 

 

自動車運送事業者における交通事故防止の取り組みを支援するため、衝突被

害軽減ブレーキ等の導入、運行管理の高度化及び社内安全教育の実施に対して、

国から補助金を交付します。 

概要は次のとおりです。 

  

１．実施する補助事業 

（１）先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援 

  以下に掲げる機器の取得に係る経費に対し補助を行います。 

  ○被害軽減ブレーキ 

  ○ふらつき注意喚起装置 

  ○車線逸脱警報装置 

  ○車線維持支援制御装置 

  ○車両横滑り時制御力・駆動力制御装置 

（２）社内安全教育の実施に対する支援 



自動車運送事業者が事故防止のための社内安全教育を実施する際に外部

専門家によるコンサルティングを利用する場合に対して補助を行います。 

 

２．補助制度の内容 

補助対象事業者、補助対象機器、申請方法等、補助制度の内容につきまし

ては、下記のとおりです。 

（１）先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援：国土交通省のホームページ

の以下のページに内容が掲載されております。 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/01asv/esc_23.html ） 

（２）社内安全教育の実施に対する支援：国土交通省のホームページの以下の

ページに内容が掲載されております。   

 （ http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr2_000010.html ） 

  

３．補助制度の交付申請受付期間 

 交付申請受付期間につきましては、下記のとおりです。 

（１）先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援： 

平成23年4月1日～平成24年1月31日 

（２）社内安全教育の実施に対する支援： 

平成23年5月23日～平成23年7月1日 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車交通局安全政策課 

 

＊このメルマガについてのご意見は、＜ jiko-antai@mlit.go.jp ＞までお寄

せください。 

よくある質問（配信登録の解除方法等） 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

 

【参考】 

 

＊自動車交通局ホームページ 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

 

＊自動車の不具合情報はこちら 

最近、自動車に乗っていたら異常発生、なんてことありませんでしたか。

そんな時は、車検証を用意して、国土交通省「自動車不具合情報ホットラ

イン」に連絡です。皆様の声は、車種ごとに、ホームページ上で公開され、

メーカーがきちんとリコールをしたり、メーカーのリコール隠しを防ぐた

めに活用されます。 



・ホームページ受付 （ www.mlit.go.jp/RJ/ ） 

・フリーダイヤル受付 ０１２０－７４４－９６０ 

（平日9:30～12:00 13:00～17:30） 

・自動音声受付    ０３－３５８０－４４３４（年中無休・24時間） 

 

＊自動車のリコール等の通知等があったときは！ 

  使用されている自動車について、自動車ディーラーなどから、リコール

又は改善対策の通知が送付されたり、その対象であることが新聞等で公表

されたときは、安全・環境への影響から、その自動車の修理を行うことが

必要になったということです。道路運送車両法により、自動車ユーザーは、

自分の自動車が保安基準に適合するよう点検・整備する義務がありますの

で、忘れずに修理を受けましょう。 
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